
1 5 4 施工者に幸あれ●

■棟梁の輪廻
　構造家の佐藤孝浩さんは，北海道で昭和50年に
生まれた。棟梁だった母方の祖父の生まれ変わりと
周りに刷り込まれて？! しまったために，小学生に
して将来は大工と決めていた。母親に「建築は仕事
が形に残るからいい」と真顔で答える早熟な子だっ
たとか。有言実行で工学院大学大学院まで進む。最
初から構造エンジニアを目指したのかと編集長が尋
ねると，「設計の授業で講評を聞いてもいまいちよ
さが理解できなかった。自分には構造系が向いてい
る」と考えたそうです。大学院時代に当時，東京大
学の博士課程に在籍されていた腰原幹雄さん，（現
東京大学教授）とともに研究する機会を得て，充実
した修士論文を仕上げた。
■SDG時代
　学生の時に構造設計集団〈SDG〉のアルバイトを
していたのは，就職を見据えてのことだった。当時
のSDGは横浜大さん橋の客船ターミナルの設計や，
槇文彦さん設計のテレビ朝日新社屋，韓国のワール
ドカップ競技場などを手掛けていた賑やかな時代だ
った。佐藤さんは「来年も働かせてもらいたい」と
直接渡辺さんに言い，願いは聞き入れられる。SDG
では，現在リズムデザインを営む中田琢史さんが直
属の上司だった。新潟朱鷺メッセの現場が始まり，渡
辺所長に「現場に常駐したい」と直接交渉。勿論，
入社半年に満たない新入には「駄目」との返事。そ
れでも中田さんの下でならと，現場に出してもらう
ことができた。見かけより強靱な精神力で，人生を
自分で切開いてきた佐藤孝浩さんです。
　中田さんも槇総合計画事務所の鹿島大睦さん（現 
副所長）に教育を受けたと話してくれたが，佐藤さ
んには「君はここに何をしにきたんだ？!」と厳し
い言葉。「当時は設計の最終ブラッシュアップは現

場でやっていた時代で，入社半年くらいの何も解ら
ない自分には当然の評価だった」。そんな約2年間の
現場常駐は，今では最高の経験となったと話す。
　渡辺邦夫さんから直接の指導を受けることは少な
かったが，現場での打合せや，数少ない渡辺さんか
らの指導や何気ない会話の中で，渡辺さんの考えや
建築に対する姿勢など学ぶことは多かった。また，
SDGでの経験は佐藤さんに多くの機会や人とのつ
ながりをもたらしてくれた。SDGを辞め地元北海道
に戻っていた時に呼び戻してくれたのが腰原さん。
研究室の私設アシスタントとして，構造設計の手伝
いをして5年間を過ごしたのでした。
■木造にかける想い
　現在，佐藤さんは，桜設計集団構造設計室を開設
している。大学で木構造の研究をしていたこともあ
り，当初から木構造にかかることが多い。NPO法
人Team Timberize理事としても活動しており，日
本における中高層木造の先駆けといえる「下馬の集
合住宅」，「高知県自治会館新庁舎」などを手掛けて
きた。最近では、伝統工法による五重塔や三重塔な
ども手掛けている。CLTを用いた物件も多く手掛け
ており，特に高知県での仕事が多い。若手の設計事
務所にも門戸を開く高知県の気質がおもしろいとい
う。講師を務める高知県林業大学校では，学生とオ
リジナルの耐力壁などの楽しい実験をする。
　木材は自然材料なので1＋1が2にならないことが
ある。解析だけでなく経験による判断が必要なとこ
ろが面白く，木造をやる理由にもなっている。最近
は文化財の耐震補強などにも興味があるがジレンマ
も多い。そんな時はダイビングでストレスを発散す
る。「海は人工物がないからいい」と構造漬けの日々
を言外に滲ます構造家なのです。

木構造に的を絞る!
構造家・佐藤孝浩
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筆者設計の「系（つなぐ）の家」は，「新しく建てる
こと」の先にある「持続と更新」を意識した住宅であ
る。ライフスタイルの変化に対応する「ブルータルな
表現をもつコンクリートの躯体」と，「視認できる設備
機能」によってその可能性の実装を目標としている。
その基本構成は1階，2階ともに一室空間にて設えら
れており，内部は無機質な工業用収納棚とワイヤー吊
りの反射素材カーテンにて，必要なときに必要なだけ
を間仕切ることで居場所を計画している。今回から
は，この「実験住宅」について何回かに分けて書いて
みたいと思う。
この住宅が建つのは東京の山手線から延伸する私
鉄沿線。周囲にも見慣れたスケール感の，既視感の
ある家が並ぶ，どこにでもある風景の中の40坪強の
敷地である。当初は木造の計画からスタートしてい
た。尺間を守り，有効2,700mmと柱割3,600mmの組
合せで架構を組み，できるだけ整形でかつ無駄のな
いレイアウトでと考え，多少の贅も省いて設計して，
さて見積を取ったところ，50坪の計画で8,000万円，
なんと坪160万円税別と出た。4年前の話である。い
くら物価も手間も高騰しているとはいえ，衝撃的な数
字が逆に自分を冷静にさせていく。
まず始めたのは，提出された見積の「分解」である。
大項目はともかく小項目からの細目を徹底的に精査す
ると，そこに現れたのは細かすぎるくらい細分化され
た施工の職種，つまり下請の数の多さである。すべて
の職種で材料費と施工費のほかに一次経費がかかっ
ているわけで，最終的に積み上げられた見積の何%
が経費なのか，皆一度は計算すべきであろう。これが
現代における建築施工として，過去からの正常な進化
なのかは悩むところである。もちろん各職種において
専門的な知見を有することは重要だが，逆にいえば専
門外のことに関しては無頓着となる側面もあろう。そ

れを補っているのが各施工会社の有能な監督たちで
あり，彼らが各種のいろいろな施工職が切り替わるつ
なぎ目に注力して施工管理していることで，破綻のな
い，シームレスな施工現場が成立しているといえよう。
⦿工種を減らすという発想が導くもの

さて，「系の家」に話を戻す。坪160万円の「普通
の住宅」の見積を分解していくうちに，上記のとおり，
とにかく職種を減らさないとコストは下がらないだろ
うという展望が見えてきた。基礎，プレカット，建方，
内部間仕切，内部仕上げなどなど，躯体や空間構成
に携わる業者だけでも何種も入っているわけである。
ここで基礎や本体構造にかかる施工費のみ取り出し，
同じ平面で簡単にRC造の壁，柱，スラブを描いてみ
て数量を算出してRC造における弊社過去案件と比較
すると，なんと木造とほとんど金額差がないことが判
明した。木造にかかる職種数の経費と，コンクリート
打設一発でつくるコストが同じ土俵になっている。
そこからの展開は非常に早かった。まったく同じプ
ランをRC造で書き直し，まずは建築本体にかかる費
用をおおよそ決定。木造計画時においても，元々は
外断熱の計画であったため，RC外壁外側は塗装型枠
である必要もないことより「型枠兼用断熱材」を用い
ることで，仮設材の使用を削減。また内壁も徹底的
なコスト削減のために使用済み型枠の再利用ととも
に，歩留まり効率を最優先したパネル割となるように
設計段階から考慮し，不必要な現場施工が極力発生
しないように配慮した。その結果，小さなRC造住宅
のコストは外断熱仕様で坪100万円税別という数字と
なった。もちろん設計された空間は，ただコンクリー
トで打たれた素の空間である。しかしその剥き出しの
空間には，「複合機能」としての可能性が満ちあふれ
ていた。
� （えんどう　かつひこ）
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